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◎ 本県においては、新型コロナウイルス感染症対策に当たり、政府が特

措法に基づいて対策本部を設置（３月 26 日）する前から、県独自の対策

本部を立ち上げ（１月 29 日）、有症状者相談窓口の設置、医療提供体制

の整備、ＰＣＲ検査体制の構築、感染防止策の周知徹底など、地域の   

実情を踏まえた対応をとってきました。 

 

◎  政府対策本部設置以降は、国が定めた基本的対処方針を踏まえ、いわ

ゆる３つの密を避ける取組への呼びかけ、外出自粛の要請、施設の使用

停止の要請（休業要請）、まん延地域から人を呼び込まないための方策と

して、主として観光客が利用する観光・宿泊施設の休業や利用の停止等

の検討の協力を依頼するなど、本県の状況を踏まえた独自の対策もあわ

せて講じてきたところです。 

 

◎  現在、県内において、感染は落ち着いた状況が継続しているが、引き

続き感染拡大期（第二波）の到来に備え、長期的に同感染症対策を講じ

ていくことが必要です。 

 

◎  そこで、本県におけるこれまでの対応を基に、将来を見据え、新型   

コロナウイルス感染症等の対策の基本的な考え方や手順に関する一定の

ルール（枠組み）を明確にし、県民、事業者の皆様との間で、認識を共

有しておくことが肝要です。 

 

◎  そのため、県民の代表である県議会により審議いただいた条例として、

基本的な考え方や、手順を定めることにしました。  

  

長野県危機管理部・長野県健康福祉部  

 

条 例 制 定 の 背 景  

長野県新型コロナウイルス感染症等対策条例（仮称） 

の制定について 

 



 

 
 

 

 

 

  
 

 
 

 

 

 

 

公布の日  

 

 

感染拡大に備え、県民の生命と健康を保護し、安心で安全な生活を維持

• 次の感染拡大期（第二波）の到来に備える

• 感染拡大防止のための取組や医療・検査体制の充実を推進

本県の実情に応じた対策の実施

• 全国一律の基準のみならず、地域の実情に応じた対策が必要

例）まん延地域から人を呼び込まない

• 政府対策本部が設置されていない場合であっても、県独自に迅速な措置を

とる必要

県民、事業者への協力の求め（新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の場合に限る）

• 感染まん延地域からの人の往来を誘発させる施設の休業の検討

• 外出自粛・感染防止に必要な協力等

（政府対策本部が設置されていない場合）

専門家への意見聴取

• 基本的方針の策定、県民、事業者への協力の求めを行うに当たり、専門家

に意見を聴取

県民、事業者への幅広い支援

• 新型コロナウイルス感染症等の影響を受ける県民、事業者に対する幅広い

支援（相談体制の充実、経済的支援等）

人権等への配慮

• 患者及びその家族、濃厚接触者、医療関係者、他県からの来訪者などに

対する不当な差別的取扱い・誹謗中傷をしないことを明示

条例に定める基本的事項 

施 行 期 日 



 

「 長 野 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 対 策 条 例 （ 仮 称 ）」 骨 子  

                                       長  野  県  危  機  管  理  部  

                    長  野  県  健  康  福  祉  部  

１  目 的  

こ の 条 例 は 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 特 別 措 置 法 （ 以 下 「 特 措 法 」

と い う 。）に 定 め る も の の ほ か 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 へ の 対 策 に

つ い て 定 め る こ と に よ り 、 同 感 染 症 等 の ま ん 延 を 防 止 し 、 も っ て 県 民 の

生 命 及 び 健 康 を 保 護 し 、安 全 で 安 心 な 生 活 を 維 持 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 

 

 

 

 

 

２  条 例 対 策 本 部 の 設 置 等  

⑴  知 事 は 、 県 内 に お い て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 の ま ん 延 の お そ

れ が あ る と 認 め る 場 合 で あ っ て 、 特 措 法 に 規 定 す る 政 府 対 策 本 部 が 設

置 さ れ て い な い と き は 、 同 感 染 症 等 に 関 す る 対 策 本 部 （ 以 下 「 条 例 対

策 本 部 」 と い う 。） を 設 置 す る も の と す る 。  

⑵  条 例 対 策 本 部 の 長 は 、長 野 県 対 策 本 部 長 と し 、知 事 を も っ て 充 て る 。  

⑶  条 例 対 策 本 部 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 に 関 し 、 県 が 実 施 す

る 施 策 の 推 進 に 関 す る 事 務 を つ か さ ど る 。  

 

 

 

 

 

３  感 染 症 対 策 の 実 施 等  

⑴  条 例 対 策 本 部 又 は 特 措 法 に よ る 都 道 府 県 対 策 本 部 （ 以 下 「 県 対 策 本

部 」と い う 。）は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 へ の 対 策 を 実 施 す る に

当 た り 、 感 染 防 止 、 医 療 体 制 等 に 係 る 基 本 的 方 針 を 定 め る 。  

⑵  県 は 、 県 対 策 本 部 が 定 め た 基 本 的 方 針 に 基 づ き 適 切 な 感 染 防 止 に 関

す る 施 策 の 実 施 に つ い て 広 く 周 知 し 、 県 民 が 自 ら 適 切 な 感 染 防 止 策 を

講 ず る こ と が で き る よ う 必 要 な 情 報 提 供 に 努 め る と と も に 、 県 民 、 県

の 区 域 に 滞 在 す る 者 及 び 事 業 者 に 協 力 を 求 め る こ と が で き る 。  

⑶  県 は 、 県 民 が 安 全 で 安 心 な 社 会 生 活 を 維 持 で き る よ う 、 医 療 ・ 検 査

体 制 の 充 実 、 医 療 資 材 等 の 備 蓄 そ の 他 必 要 な 感 染 症 対 策 を 実 施 す る も

の と す る 。  

○  こ の 条 例 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 （ C O V I D - 1 9 及 び 特 措 法 に

規 定 す る 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 を 指 し ま す 。） の 今 後 の 感 染 拡 大 に 備

え 、 こ れ ま で 実 施 し て き た 県 の 感 染 症 対 策 （ 感 染 拡 大 防 止 策 、 支 援  

等 ） に つ い て 整 理 し 、 基 本 的 な 考 え 方 や 手 続 に つ い て 定 め る も の で す 。  

○  県 で は 、 C O V I D - 1 9 に 関 し 、 政 府 対 策 本 部 が 設 置 さ れ る 約 ２ か 月 前

（ 令 和 ２ 年 １ 月 2 9 日 ） か ら 県 独 自 の 対 策 本 部 を 要 綱 に よ り 設 置 し 、

対 策 を 講 じ て き ま し た 。  

○  今 後 、 現 在 の 政 府 対 策 本 部 が 廃 止 さ れ た 後 又 は 新 た な 政 府 対 策 本 部 が

設 置 さ れ る 前 で あ っ て も 、 県 と し て 独 自 に 対 策 を 続 け る 必 要 が あ る 場

合 に は 、 本 条 例 に よ り 県 対 策 本 部 を 設 置 す る こ と と な り ま す 。  



 

 

 

 

４  ま ん 延 を 防 止 す る た め の 協 力 の 求 め 等  

（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 （ CO V I D - 1 9 を い う 。） の 場 合 に 限 る 。）  

⑴   長 野 県 対 策 本 部 長（ 県 対 策 本 部 の 長 を い う 。こ の ⑴ に お い て 同 じ 。）

は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の ま ん 延 を 防 止 す る た め に 必 要 と 認 め

る 場 合 は 、同 感 染 症 の 発 生 の 状 況 等 を 考 慮 し て 当 該 長 野 県 対 策 本 部 長

が 定 め る 期 間 及 び 区 域 に お い て 、同 感 染 症 が ま ん 延 し て い る と 認 め ら

れ る 地 域 か ら の 人 の 往 来 を 誘 発 さ せ る 施 設 の う ち 別 に 定 め る も の を

管 理 す る 者 等 に 対 し 、休 業 そ の 他 必 要 な 措 置 を 検 討 す る こ と へ の 協 力

を 求 め る こ と が で き る 。  

⑵  長 野 県 対 策 本 部 長（ 条 例 対 策 本 部 の 長 に 限 る 。）は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 の ま ん 延 を 防 止 す る た め に 必 要 と 認 め る 場 合 は 、 同 感 染 症

の 発 生 の 状 況 等 を 考 慮 し て 当 該 長 野 県 対 策 本 部 長 が 定 め る 期 間 及 び

区 域 に お い て 、 次 に 掲 げ る 協 力 を 求 め る こ と が で き る 。  

ア  県 民 及 び 県 の 区 域 に 滞 在 す る 者 に 対 し 、 生 活 の 維 持 に 必 要 な 場 合

を 除 き 当 該 者 の 居 宅 、 こ れ に 相 当 す る 場 所 か ら 不 要 不 急 の 外 出 を し

な い こ と そ の 他 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 防 止 に 必 要 な

協 力  

イ  特 措 法 に 規 定 す る 多 数 の 者 が 利 用 す る 施 設 を 管 理 す る 者 等 に 対

し 、 休 業 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 検 討 す る こ と へ の 協 力  

⑶  ⑴ 及 び ⑵ の 協 力 を 求 め る に あ た っ て は 、 当 該 協 力 の 求 め は 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 を 実 施 す る た め 必 要 最 小 限 の も の で な け れ ば

な ら な い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  県 で は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 に 対 す る 感 染 症 の 発 生 の 予 防 及

び ま ん 延 の 防 止 、 医 療 提 供 体 制 の 整 備 、 検 査 体 制 の 充 実 等 に つ い て 、

県 独 自 の 基 本 的 対 処 方 針 等 を 定 め 、 こ れ に 基 づ き 施 策 を 実 施 し て き ま

し た 。  

○  今 後 は 、 こ の 基 本 的 対 処 方 針 等 を 条 例 に 基 づ く も の と 位 置 付 け 、 こ れ

に 沿 っ て 対 策 を 実 施 し て ま い り ま す 。  

○  こ の ４ に 規 定 す る 協 力 の 求 め は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

（ C O V I D - 1 9 を 指 し ま す 。） に 限 っ て 実 施 し ま す 。  

○  県 で は 、 本 年 ４ 月 の C O V I D - 1 9 の 感 染 拡 大 期 に は 、 特 措 法 に 基 づ き 、

施 設 の 休 業 、 営 業 時 間 の 短 縮 等 を 要 請 し た ほ か 、 特 措 法 に 基 づ か ず 、

独 自 に 県 外 か ら 人 を 呼 び 込 む 観 光 ・ 宿 泊 施 設 等 に 対 し て 休 業 等 の 検 討

を 依 頼 し ま し た 。  

○  今 後 も 同 様 な 状 況 が 生 じ る 可 能 性 が あ り ま す が 、 こ う し た 要 請 等 は 、

県 民 生 活 に 幅 広 く 影 響 を 及 ぼ し 得 る も の で あ る た め 、 条 例 に お い て 明

確 な 規 定 を 置 く こ と が 望 ま し い も の と 考 え ま す 。 ⑴  

○  ま た 、 同 様 に 、 政 府 対 策 本 部 が 設 置 さ れ て い な い 場 合 で あ っ て も 、 県

内 の 感 染 拡 大 の 状 況 に よ り 県 独 自 で の 対 応 が 必 要 な 場 合 に は 、 外 出 自

粛 ・ 休 業 の 検 討 の 協 力 の 求 め が で き る 規 定 を お く こ と と し ま す 。 ⑵  

 



 

 

 

 

 

 

５  県 民 及 び 事 業 者 に 対 す る 支 援  

県 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 の 影 響 を 受 け る 県 民 及 び 事 業 者 に

対 し 、 相 談 体 制 の 充 実 、 経 済 的 な 支 援 等 必 要 な 支 援 を 行 う も の と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

６  方 針 等 に つ い て の 意 見 の 聴 取  

 長 野 県 対 策 本 部 長（ 県 対 策 本 部 の 長 を い う 。）は 、３ の ⑴ に 規 定 す る 基

本 的 方 針 を 定 め る 場 合 又 は 特 措 法 に 基 づ く 要 請 等 （ ※ ） 若 し く は ４ の ⑴

若 し く は ⑵ の 協 力 の 求 め を 行 う 場 合 は 、 あ ら か じ め 、 感 染 症 に 関 す る 専

門 的 な 知 識 を 有 す る 者 そ の 他 の 学 識 経 験 者 の 意 見 を 聴 く も の と す る 。 た

だ し 、 緊 急 を 要 す る 場 合 で 、 あ ら か じ め 、 そ の 意 見 を 聴 く い と ま が な い

と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 特 措 法 2 4 条 ９ 項 、 4 5 条 １ 項 か ら ３ 項 ま で  

○  県 で は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 影 響 を 受 け る 県 民 の 皆 様 に 対

し 、 各 種 相 談 窓 口 を 設 置 す る と と も に 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大

防 止 支 援 金 ・ 協 力 金 （ １ 事 業 者 当 た り 3 0 万 円 ） の 支 給 、 中 小 企 業 の

事 業 継 続 に 向 け た 融 資 の 実 施 、 各 種 キ ャ ン ペ ー ン の 実 施 （ 県 産 食 材 や

花 き の 積 極 的 な 購 入 、 飲 食 店 の 応 援 の た め の 情 報 発 信 の 強 化 等 ） 等 に

よ り 経 済 的 な 支 援 を 行 っ て い ま す 。  

○  今 後 に お い て も 、 県 は 、 県 民 の 皆 様 の 安 全 で 安 心 な 社 会 生 活 を 維 持 で

き る よ う 、 そ の 状 況 に 応 じ て 必 要 な 支 援 を 検 討 し 、 実 施 し て ま い り ま

す 。  

 

 

 

 

 

 

 

○   

○  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 を 受 け た 県 民 等 に 対 し 、 県 が 必 要 な

支 援 を す る こ と と し て い ま す 。 な お 、「 必 要 な 支 援 」 と は 、 相 談 体 制

の 充 実 、 経 済 的 支 援 等 幅 広 く 支 援 一 般 を 想 定 し て い ま す 。  ○  県 で は 、 C O V I D - 1 9 に 関 し 、「 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 専 門

家 懇 談 会 」 及 び 「 生 活 経 済 対 策 有 識 者 懇 談 会 」 を 開 催 す る な ど 、 県 民

の 皆 様 に 与 え る 影 響 の 大 き い 基 本 的 方 針 の 策 定 及 び 変 更 並 び に 休 業 要

請 等 を 行 う 場 合 は 、 そ の 妥 当 性 を 慎 重 に 判 断 す る た め 、 あ ら か じ め 、

外 部 の 学 識 経 験 者 の 意 見 を 聴 い て い ま す 。  

○  今 後 も 、 様 々 な 対 策 を 講 ず る に 当 た っ て は 、 あ ら か じ め 、 外 部 の 学 識

経 験 者 の 意 見 を 聴 く こ と と し ま す 。  

○  「 学 識 経 験 者 」 と は 、 医 療 関 係 者 、 法 律 ・ 経 済 関 係 者 等 を 想 定 し て い

ま す 。  

○  な お ⑴ 中 「 感 染 症 が ま ん 延 し て い る と 認 め ら れ る 地 域 」 と は 、 緊 急 事

態 宣 言 が 発 令 さ れ て い る 都 道 府 県 、 県 内 で 感 染 症 の 発 生 が 多 数 確 認 さ

れ て い る 地 域 等 を 想 定 し て い ま す 。  

○  ま た ⑴ 及 び ⑵ の イ に お け る 「 そ の 他 必 要 な 措 置 」 と は 、 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス 感 染 症 の 症 状 を 呈 し て い る 者 の 入 場 の 禁 止 、 手 指 の 消 毒 設 備 の

設 置 等 を 想 定 し て い ま す 。  

○  あ く ま で 協 力 の 要 請 で あ り 、 強 制 で な い こ と か ら 、 上 記 協 力 の 求 め に

従 わ な か っ た こ と に 対 す る 罰 則 は 置 き ま せ ん 。  



 

７  人 権 等 へ の 配 慮  

 県 民 及 び 事 業 者 は 、 患 者 等 、 医 療 従 事 者 、 県 外 か ら 来 訪 し 県 の 区 域 に

滞 在 す る 者 、 事 業 者 を は じ め 、 何 人 に 対 し て も 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 等 の り 患 又 は り 患 の お そ れ 、 適 切 な 感 染 防 止 策 を 講 じ て い な い お そ

れ 等 を 理 由 と し て 、不 当 な 差 別 的 取 扱 い 又 は 誹 謗 中 傷 を し て は な ら な い 。 

８  施 行 期 日  

公 布 の 日  


